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このたびは、東化パイオニアの製品をお買いボめいたださ、まことにあ 
りがとラございます。ご使用の前にこの「取巧説明書 J を最後までよくお 
読みの上、 r ま全上のご注意 J に従い正しくお使い下さし V お読みにな 
つた後は保証書、「ご相談窓口 •修理窓口のご案内 J と一緒に必ずな管し 
て下さい。また、この製品は一瞄家庭巧として作5れたものでず。営業 
目的で使用し故障した場合は、保証期間巧でも有償修理を承りまず。 
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この表示の欄は「人び死亡または重傷を負ラ危険 
が切迫して生じることが想定される内容」を示し 
ています。 


この表示の欄は r 人が死 t または重傷を負ラ可能 
性が想定される内容」を示しています。 


この表示の欄は r 人び傷害を負ラ可能性が想定さ 
れる内容及び物的損害のみの発生が想定される 
内容」を示しています。 


安全上のご注意 


き全に正しくお使いいただくために、必ずお守り下さい。 


♦ご使巧の前にこの「安全上のごま意」と「取扱説明書」をよくお読みの上、正し 
<お使い < ださい。 

♦お読みになった後は、いつでを見られる所に必ずイ呆をしてください。 

このま全上のごを意、取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお 
使いいたださ、あなたや他の人々へのを害や財産への損害を未然に防止ずるた 
めにいろいろな絵表示をしています。その表示と意械ま次のようになっています。 


A 

€ 


絵記号の例 


A 記号はま意（警告を含む）しなければな5ない内容であることを 
示しています。図の中に具体的なま意内容(左図の場合は感電ミ主意） 


0記号は禁止（やってはいけないこと）を示していまず。図の中や 
おくに具体的な禁止内容（左図の場含は分解禁止）が描かれていま 
す。 

•記号は行動を強制したり指示する内曾を示しています。図の中に 
具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く） 
が描かれています。 


お告意 

を警を 

A 心放 
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A 警告 


【異常時の処置】 

方一煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま 
使用すると火災•感電の原因となります。すぐに機器本体の電源 
スイッチを切り、必ず AC アダプターをコンセントわち抜いて下さい。 
煙が出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼下さい。お客 
様による修理は危険でずから絶対おやめ下さい。 

處 

フラグを巧く 

万一内部に水や異物等が入った場含は、まず機器本体の電源スイ 
ッチを切り、 AC アダプターをコンセントから抜いて販売店にご連 
絡ください。そのまま使用すると乂災•感電の原因となります。 

フラグを巧く 

万一本機を落としたり、破損がある場含は、機器本体の電源スイッ 
チを切り、 AC アダプターをコンセントか5抜いて販売店にご連絡 
ください。そのまま使用すると火災•感電の原因となります。 

處 

フラグを巧く 

睛圖 

AC アダプターの電源コードの上に重いものをのせたり、コードが 
本機の下敷をにならないよ5にしてください。また、電源コードげ 
引っ張 b れないよラにしてください。コードげ傷ついて、火災•感 
電の原因となります。コードの上を敷物などで覆うことにより、そ 
れに気付かず、重い物をのせてしまラことびありまず。 


放熱をよくするため他の機器、壁等か5間隔をとり、またラックに 
入れる時はすさ間をあけてください。また、次のよラな使いでで 
通風孔をふさがないでください。内部に熱がこもり、火災の原因 
となることがあります。 

■あおむけや、逆さまにする。 

•巧し入れなど、風通しの悪い狭いところに押し込む。 

•テーブルク□スなどをかける。 


[使用環針 

この機器に水が入ったり、说日さないようにご注意ください。風呂 
場等では使用しないでください。火災•感電の原因となります。雨 
天、降雪中、ミ毎岸、水辺での使用は特にごま意ください。 
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表示された電源電圧（交流100ポルト日 0/60 HZ ) 政がの電圧 
で使用しないでください。火災•感電の原因となりまず。 

0 

100 V 1 U 外禁止 

この機器を使用できるのは日本国内のみです。船舶などの直流の 
C ) 電源には接続しないでくださし、火災の原因となります。 


【使巧方法】 

本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、囊品や水などの入っ 
た容器またはルさな金属物をおかないでください。こぼれたり、 
中に入った場合、火災•感電の原因となります。 


本機の通風孔などから、内部に金属類や燃えやすいものなどを差 
し込んだり、落としたりしないでください。乂災•感電の原因とな 
ります。特にお子様のいるご家庭ではごを意ください。 


本機のカバーをがしたり、改造したりしないでください。内部には 
電圧の高い部分があり、火災•感電の原因となります。内部の点検 
•整備•修理は販売店にご依頼ください。 

分解禁止 

AC アダプターの電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧 
げたり、ねじったり、ひっぱったり、加熱したりしないでください。コ 
ードが破損して火災•感電の原因となります。コードげ傷んだら（芯 
線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま 
使用すると火災•感電の原因となります。 

咬 

雷び鳴り出した5、充電用接点や電源プラグに触れないでください。 
感電の原因になります。 


付属 L がが) AC アダプターを使わないでください。破損•液漏れや、 
過熱などにより、火災、ケガや周囲の汚損の原因となります。 



お 

使 

い 

に 

な 

る 

前 

に 


己 












ミ主意 


陪圖 

城れた手で AC アダプターを抜き差ししないでください。感電の 
原因となることがあります。 

Q 

禁止 

電源を入れる前には音量を最ルにしてください。突然大さな音げ 
でて聴力障害などの原因となる事びあります。 

A 

テレビ、オーディオ機器等に本機を接続ずる場合は各々の機器の 
取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に従って接続してくださ 
い。また、接続は指定のコードを使用してください。 

A 

【使用方ま】 

通電中の AC アダプターに長時間ふれないでください。長時間巧 
膚が触れたままになっていると、低温やけどの原因となることが 
石ります。 

S) 

ヘッド/卞ンをご使用になるとさは、音量を上げすざないようにご注 
意ください。耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞く 
と、聴力に悪い影響を与える事があります。 

A 

旅行などで長時間ご使用にな5ない時は、ま全のため必ず AC ア 
ダプターをコンたントか5抜いて < ださい。 

フラグを巧く 

【保守•与、検 1 

己年に一度くらいは内部の掃除を販売店などにご相談ください。 
内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障 
の原因となることがあります。特に湿気の多くなる梅雨期の前に 
行ラとより効果的です。尚掃除費用については販売店などにご相 
談ください。 

A 

お手入れの際はま全のために AC アダプターをコンセントか b 抜 
いて巧ってくださし、。 

フラグを巧く 
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電池についての安全上のごま意 


液漏れ•破損•発熱•発义による大けがや失明を避けるため、 
下記のま意事項を必ずお守り下さい。 


本機では切下の電池をお使いいただけます。電池の種類については、電池本体上の表示を 
ご確認ください。 

♦巧電式電池 ♦乾電池 

ニッケル水素 （ Mi - MH ) 単3形 アルカ U 単3おマンガン単3形 


A をお充電式電池について 


♦付属の充電式電池を他の機器に使巧しない。 

♦機器の表示に含わせて+と一を正しく入れる。 

♦本機政外で充電しない。 

♦ 乂の中に入れない。分解、加熱しない。 

♦ 火のそばや直射日光のあたるところ • 炎天下の車中など、高温の堤所で使用 • 保管- 
放置しない。 

♦コイン、キー、ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯•保管しない。 

ショートさせない。 

♦外装のビニールチューブをはがしたり傷つけない。 

♦液漏れした電池は使わない。 

•指定された種類!;!がの充電式電池は使用しない。 

♦使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとさち取りはずす。 


A 警告乾電池について 


♦機器の表示に合わせて十と一を正しく入れる。 

•充電しない。 

•火の中に入れない。分解、加熱しない。 

♦ 火のそばや直射日光のあたるところ • 炎天下の車中など、高温の場所で使用 • 保管- 
放置しない。 

♦コイン•キー•ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯•保管しない。 

ショートさせない。 

•外装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりしない。 

♦指定された種類凹がの電池は使用しない。 

♦液漏れした電池は使わない。 


お使いになる前に 
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A ミ主意 


♦使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとをち取りはずす。 
♦新しい電池と使用した電池、種類の違う電池を混ぜて使わない。 


鎮 

Ni-MH 


お願い 

使用済み充電池は貴重な資源です。端モ（金属部分）にテープを 
貼るなどの処理をして、充電池 U サイクル協力店に持参ください。 
充電式電池の回収’リサイクル及び U サイクル協力店については、 
社団法人電地工業含ホームページ 
http ;// www . baj '. or . jp / を参照して下さい。 


液もれび起こった樹ホ、電ミせ入れについた液をよくふを取ってか 
ら新しい電池をいれてください。 


アルカリ電池の液が漏れたときは ••• 

素手で液をさわ5ない 

• アルカリ電池の液び目に入ったり、身体や衣服につくと、失明やけび、皮膚の炎 
症の原因となることがあります。そのとさに異常びなくてち、液の化学変化によ 
り、時間びたってか日症状び現れることびあります。 

必ず次の処理をする 

• 液び目に入ったときは、目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな水で充分洗 
し、ただちに医師の治療を受けて下さい。 

• 液び身体やを服についたとさは、ずぐにをれいな水で充分洗い流してください。 
皮膚の炎症やけびの症状びあるとをは、医師に相談してください。 
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主な特長 


Hi - Performance & Hi-Quality (高性能 • 高品質) 


•全てのソースを高品位なヘッドホンサラウンドへ変貌させるドルビーヘッドホン搭載 
♦「ノイズレス」「広帯域」「高音質」非圧縮デジタル赤外線伝送方式を採用 
♦最新のドルビー*プ□□ジック n 、ドルビーデジタル、 DTS ** デコーダー内蔵。 DVD 、 ゲー 
ム機、パソコンはちちろん、ビデオやテレビちマルチチヤンネルサラウンド音場再生を実現 
• D / A - A / □変換部を含む全ての音舌信号姐理は 24 b け精度でデジタル処理（トランスミッ 
ター部)高精度かつ高音質を実現 

♦を4日の大口径振動板ヘッドホンユニット採用による臨場感あふれる迫カサウンドを実現 


Easy Use (気軽に使えて簡単操作) 


•ケーブル1本で AV 機器と簡単接続、オート機能で簡堂操作 

♦ス U ム& スモール デヴィン 

•縦•槪両方の置き方び出来るフ U - レイアウト 

•専用ヘッドホン （ SE - DHP 8 日 0. 別売り）を増設することで、多人数でサラウンドサウンドを 
楽しむことび可能 

♦コード付さヘッドホンを使用でさるヘッドホン端子とボ U ュームを装備 
♦ヘッドホンの電源は、付属の充電式ニッケル水素電油でを市販の乾電池でち使用可能 
•ヘッドホンに操作び容易な大型ボ U ューム装備 
•ムレやベタ付をを防止するジャージ素材の快適イヤーパッド 


* 本磯はドルビーラボラト U —ズからの実 
施権に基づさ製造されていまず。ドルビー 
、 Dolby、Pro Lo 旨 ic 及びダブル D 記哥ま、 
ドルビーラボラト U —ズの商標です。 

** 本機はデジタル’シアター•システムズ'社 
からの実施権に基づき製造されていまず。 
DTS、DTS V 旧 TUAL は、デジタ J レ.シアタ 
- ’システムズ社の商標です。 

pis 

1 X 11 DOLBY 1 >«— V 

p.' ° ■ TA L Arvnh 

1 ：!;■*■ ■•Idi—u ■! JL 1 膠 
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_ 製品の構成 _ 

本機をお使いになる前にすベてそろっているか確かめてください 


トランスミッター 



ヘッドホン 



縦置を用スタンド 



AC アダプター 専巧充電式ニッケル水素 

電池に本） 



光デジタル接続ケーブル 

(角型—角型） 取扱説明書 



保証書 

ご相談窓□’修理窓□のご案内 
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各部の名称と働き 

トランスミッター天面 


⑨ 



①スタンバイ/オンボタン 

電源をオン/オフしまず。 

③スタンバイインジケーター 

電源び入ると消巧します。 

電源び待機状態になると点巧します。 

③ 充電インジケーター 

充電池を充電中に点灯します。 

充電終了後消好します。 

④ ドルビーヘッドホン モー ドボタン 
ドルビーヘッドホンモード （DH 1 / DH 2 / 
DH 3/0 FF ) の切り誓えに使います。 


⑥ド ルビー プ□□ジック n モー ドボタン 

ドルビープ n □ジック n モード CAUTO/MOVIE 
/ MUSIC / OFF ) の切り替えに使います。 

⑥入力切り曾えボタン 
入力 （ DIGITAL ! /DIGITAL 吕 /ANAL 日 G ) の 
切り誓えに使います。 

風音量つまみ 

前面 PH 日 NES 端子につないだヘッドホン（別 
売り）の音量を調整します。 

® 電池ケース 

電池ブタのつめ部分を引っ張るとフタび開き 
ます。付属充電池を充電する隙に使用します。 


お使いになる前に 
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各部の名称と働き 

トランスミッター前面 


② ③ ④⑥⑥ 



の赤が線発光部 

赤外線を発光ずる部分で、左ち2力所に 
あります。赤外線発光部び正面から見通 
せる位置に設置してください。 

③デコードモードインジケーター 
入力された音声信号の記録ち式をトラン 
ス S ッターび自動判別して点なします。ド 
ルビーデジタル/ DTS / PCM などの音声 
切り換えは、接続した機器側 （ DVD プレ 
ーヤー、目 S デジタルチューナーなど）で 
巧ってください。 

■□□D : Dolby Di 呂 ita 口才ーマットで記 
録された信号 

■□□PLn :2チャンネルの信号 （PCM 及 
び 2 ch の Dolby Di 邑 ital で記録された信 
号又 J まアナ□グ）び Dolby Pro Logic 口 
赃理された場合。 

DTS : DTS フオーマットで記録された信号 


③ドルビーヘッドホンモードインジケーター 

ドルビーヘッドホンモード （ DH 1/ DH 2/ DH 3) 
をを术します。 

©ドルビープ□□ジック n モードインジケーター 

ドルビープ□□ジック n モード （ AUTO/MOVIE 
/ MUS に）を表示します。 

⑥入カインジケーター 
選巧している入力 （ DIGITAL 1 / DIGITALS / 

冉 NALOG ) を表示しまず。 

⑥ PHONES 端テ 

ヘッドホン用の接続端子です。 


12 



































各部の名称と働き 

トランスミッター背面 


①② ③④⑤ 



① DC IN 端テ (詳しくは 21 ぺージ） 

付属の冉 C アダプターをつなぎまず。（必ず付属の AC アダプ 
夕一をお使いください。プラグの極性など異なる製品を使うと、 
故障の原因となり危険でず。） 

② ATT スイツチ 簡しくは 2 日べージ） 

アナ□グ入力で音声びルさい場合は 「 OdB 」 に切り替えます。 
通常は r 一 8 d 日」にして使いまず。 

③ LINE IN (ライン入力）端子 (詳しくは吕〇ぺージ） 
ビデオデッキやテレビなど、 AV 機器の音声出力端子に接続し 
ます。 

©DIGITAL IN 2 COAX 

(デジタル入力 2 同軸入力）端デ 儲しくは1目ぺージ） 
DVD フレーヤーや LD プレーヤー、 CD プレーヤーなどデジタ 
ル機器の同軸デジタル出力端デに接続しまず。 

⑥ D に ITAL IN 1 OPT 

(デジタル入力1光入力）端子 (詳しくは1白ぺージ） 
DVD プレーヤーや LD プレーヤー、 CD プレーヤーなどデジタ 
ル機器の光デジタル出力端子に接続しまず。 


お使いになる前に 
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各部の名称と働を 

へツ ドホン 




① VOL (音量）つまみ 

音量を調整します。 

② フリ_アジャストバンド 

頭にかけると自動的にフィットしまず。 

③ POWER (電源 ）インジケーター 

電源スイッチを日 N にすると点灯します。 

® P 日 WER (電源）スイッチ 

電源をオン/オフしまず。 


⑤ 電池ケース 

電池ブタの突起部分を押してスライドさせる 
とフタび開きまず。付属な電式電池及び単3 
形乾電池用でず。 

⑥ ホ列線受光部 

左ち2力巧にありまず。 

③イヤーパッド 
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電池の入れ方 



1.電池ぶたの突起部を押しなび弓、左に 
スライドさせてふたを開けます。 


① 



m 

1 ® 





2.極 I を表示通りに電池を入れます。 


3.電池ぶたをちにスライドさせて、ふた 
を閉めます。 


使巧ずる電池について 

ヘッドホンの電源には付属充電池を2本または単3形乾電池を吕本使用します。 
使用する電地は3本とも同じ種類のちのを使用してください。 


電池の交換時期 

電油び消耗すると P 日 WER インジケーターび消え、音び出なくなります。付属充電池の堤を、 
「充電のしかた」に従って充電してください。乾電池の場合は乾電池を2本とを新しいをのと 
交換して<ださい。ヘッドホンを連続使用した場をの電池の寿命はおおよそ切下のとおりです。 


付属充電ミ也（フル充電時） 
単3おアルカ U 電池 
単3形マンガン電池 


約] 6時間 
約27時間 
約] 0時間 


接続と準備 
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充電のしかた 



l®tj 



①! 




①! 


1. トランスミッターの DC IN 端子に 
付属 AC アダプターのプラグを差 
し込み、 AC アダプター本体を電 
源コンセントに差し込みます。 

2. トランス S ッターの電池ケース 
部のふたを開けまず。 

3. 極を表示通りに付属充屬を入れ、 
ふたを閉めまず。 

4. トランス S ッターの充電インジケ 
一夕一び点灯し、充電を開始しま 
す。 ] 日時間でフル充電状態にな 
り、充電インジケーターが消'なし、 
充電を終了しまず。 


巧電インジケーターについて 簡しくは11ぺージ） 

ホ色点な . 充電中 

充電インジケーターび点なしないときは、正常な充電状態ではありません。 

劫下の事び考え5れるので、充電池挿入口などを確認して < ださい。 

♦充電地び正しく挿し込まれていまずか？ 

•充電池の向さ（フラス （+) 端子とマイナス（一）端テ）び表示と同じですか？ 

•トランス S ッターの充電端子びミちれていませんか？ 

♦付属の充電池政がの電池び入っていませんか？ 

充電開始己秒 1 封こ充電インジケーターが消巧した場合は巧電池の著しい劣化が 
考え5れます。その場合は、新しい巧電池とお取替えください。 

新しい充電池については、ご相談窓□または、お買いホめになった販売店に 
ご相談ください。 

最视こお使いになる時は、必ず充電してください。 

充電池の容量び減かすると、ヘッドホンを装着してお電源インジケーターび点灯せず、音び出 
なくなりますので、再度充電してください。 

充電時間の目安と使用可能時間 


充電時間 

使巧可能時間 

2時間 

約4時間 

I 0時間 

約 16 時間 
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充電時のごミ主意 


• バッテリーは化学反応を利用しています。 

周囲の温度の影響を受けやずいため、充電は極力10で〜3已むで巧ってください。 

♦ 過充電はしないでください。 

) (ッテ U —保護のため、フル充電したノ くッテ U —を何回を繰り返し充電しないでください。 
♦ 充電樓は；くッテ U —部分び暖かくなりまずび異常ではありません。 

♦ 本機には、付属の AC アダフターをご使用ください 

付属 U 84 の AC アダプターを使用しますと故障の原因になります。 

♦ 本磯では、付属充電池！;(がは使用しないでください。本機は安全のため、付属充電池のみ 
充電できるよラになっています。 

市販の充電油を使っても充電でをませんのでご注意ください。 

♦ 本磯で充電してを使用時間び短くなった場合は、電池の寿命びさていますので、お買いま 
ゆになった販売店にごネ目談ください。 


設置のしかた 


トランスミッターか b の赤外線の届く範囲は、おおよそ下図の範囲でずので図におされた範 
囲巧でヘッドホンび使用できるよラに、トランスミッターを設置してください。 

赤外線が届かない場合、ヘッドホンにミュートがかかり、音び出ません。 



接続と準備 
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トランスミッターは横置き/縦置きを好みで選ぶことびできます。 
ご購入状態は横置をで使用するぶラになっていまず。 


縦置きで使用する場合。 

底面2力所のスタンドを取り付けているねじをプラスドライバーで外してください。 



1 


i 


縦置き用スタンドをスタンドの溝にはめてスライドさせてください。 

側面2力巧のねじ巧にがしたねじを使ってスタンドを取り付けてください。 



ごま意 

♦ 壁や不透明なガラスなどは赤が線を通しません。トランスミッターはヘッドホンをご使用 
になる場所から見通せる位置に設置してください。 

• トランスミッターを設置するときは、テレビの上など不ま定な場所は避けて下さい。落下 
は思わ说ケガや故障の原因となりまず。 

• トランス S ッターの赤外線発光部の明るさにムラびある場合びありますび、赤外線の届< 
範囲などの性能には穀響ありません。 
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接続のしかた 


デジタル機器との接続 

付属の光デジタルケーブル、又は別売りの同軸ケーブルを使って、 DV □フレーヤー、 L □フレ 
-ヤー、巨 S デジタルチューナーなどのデジタル出力端子と、トランスミッターの D に ITAL IN 
端子をつないでください。 


トランスミッター 



E 


3 


DVD プレーヤー、 LD フレーヤー、 
BS デジタルチューナーなど 
デジタル出力端子のある機器 


ご注意 

• 光デジタルケーブルは非常に精密に作られていまず。このため、外部か5の力や衝擊に 
巧して弱くなっておりますので、プラグを抜き差しするときは T 寧にお取り扱いください。 

• 本磯には AC -3 RF 端子び装備されていませんので L □プレーヤーの冉 C -3 RF 信号を直 
接入力することはでをません。 

♦ 本機のデジタル入力は 44.1 KHz 及び 48 KHZ 政がのサンプ U ング周波数には対応して 
いません。（対応していないサンフリング周波数のデジタル信号び入力された時、 
□に ITAL 入カインジケーターが点減します。） DVD プレーヤー側のデジタル出力に関す 
る設定を 48 KHZ にしてお使いください。又、目 S 放送の A モードや DA 下の LP モード（サ 
ンフリング周波数 32 KHZ ) のとをは、アナ□グで入力してください。 

• 本磯は rMPEG -2 AACJ ち式に対応していません。巨 S デジタルチューナー側のデジ 
タル出力に関する設定を「1」ニア PCM 」 にしてお使いください。 


DTS について 


• DTS 音青で収録された DVD を再生するには、 DTS に対応した DVD プレーヤーび必要 
です。（詳しくはお使いの DVD フレーヤーの取扱説明書をご覧ください。） 

• DTS フォー マットの L □や CD で、早送り時や巻き戻し時などにノイズび発生することびあ 
りますび、故障ではありません。 

• DVD プレーヤーの DTS デジタル出力端テび rOFF 」 や「切」になっている場合は 、 DVD 

ニューで DTS 出力を選択してを音び出ないことびあります。 

• DVD プレーヤーと本機をアナ□グで接続している場合、音び出ないことびあります。こ 
の場合は、デジタルで接続してください。 
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アナ□グ機器との接続 

別売りのオーディオ接続コードを使って、ビデオデッキやテレビなどの音声出力端子と、 
トランスミッターの LINE IN ( L / R ) 端子をつないでください。 


LINE IN 端 テへ 音声出力端 テへ 



トランスミッター 


■n~mp ク '< uTT^n- 

オーディオ接続コード（別売り） 

音声左（し白） 音声左（し白） 

音声ちの、ホ） 音声ち （ R 、 ホ） 


ビデオデッキ、 
テレビなど 


ポータブル機器などのステレオヘッドホン端子から LINE IN 端テへつなぐときは、市販の変 
換コード（ステレオミニプラグトーピンプラグ X 2) などをお使いください。 

この墙含、フレーヤー測のボリュームびお < 設定されていると、ノイズび発生することびあり 
ます。 


ATT スイッチについて 

アナ□グ入力で音声びルさいときは、トランス S ッター裏面にある ATT (ア 
ッテネーター）スイッチを rod 目」に切り換えてご使巧ください。 


LINE ATT 

ATT 


-8dB OdB 


Tjr 


位置 

視聴 ソース 

OdB 

テレビやポータブル機器など、出カレベルの低いをの 

-8 服 

その他の機器（出荷時の設定） 


ご注意 

ATT スイッチは、必ず音量を下げてから切り換えて < ださい。 

アナ□グ入力された音声び歪む個時にノイズび発生する場合もあります）ときは、 ATT スイ 
ツチを卜8犯」に切り撰えてください。 


20 

















電源の接続 


AC ァダプター 



ご注意 

♦必ず付属の AC アダフター（極性統一あプラグ - J 曰 TA 規格）をお使い下さい。プラグの極 
性など異なる製品を使ラと、故障の原因になりまず。 



♦電圧やプラグ極性び同じ AC アダプターでち、電流容量その他の要因で故障の原因になり 
ます。必ず付属の AC アダフターをご使用ください。 


接続と準備 
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使い方 


1.トランスミッターに接続した機器の電源を入れる。 



2.スタンノ くイ/オンボタンを巧して、トランスミッターの電源を入れる。 
スタンノ（イインジケーターが消灯します。 




3.ヘッドホンのスイッチをオンにする。 

POWER インジケーターが赤く点灯し、電源が入ります。 
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4. INPUT ボタンを押して、音声を聞く機器を選ぶ。 



点巧するインジケーター 

聞をたい音源 

D に IT 冉 L 1 

D に ITAL IN 1 ( OPT ) 端子に接続した磯器の音靑 

DIGITAL 2 

D に ITAL IN 2 ( COAX ) 端テに接続した機器の音声 

ANALOG 

LINE IN 端デに接続した機器の音声 


ごま意 

二重音声 CMAIN / SUB ) の音源を視聴するとさは 、 LINE IN 端テに接続して、プレーヤーや 
テレビのほラで間さたい音声を選んでください。 


已.手順4で選んだ機器の再生を始める。 

日.ドルビーヘッドホンモードボタン及びドルビープ□□ジック n モードボタンを 
繰り返し押して、出カモード(サラウンド効果）を選ぶ。 
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点灯するインジケーター 



DECODE DOLBY HEADPHONE DOLBY PRO LOGIC II 


画 □ □ ® ® @ ◎ — @ 

(UD [XIPin DTS DH1 DH 乙 DH3 MOVIE AUTO MUSIC 




_ DECODE _ DOLBY HEADPHONE DOLBY PRO LOGIC D 

画國 □ ◎み® ® —(*)—@ 

□□D nOPLE DTS DH1 DH2 DH3 MOVIE AUTO MUSIC 




DECODE 

DOLBY HEADPHONE 

DOLBY PRO LOGIC 1 

o o □ 

[SD OaPLE DTS 

極®® 

DH1 DH2 DH3 

©— 毎 ) 一径 i 

MOVIE AUTO MUSIC 

s -/ 


出カモード（サラウンド効果） 

マルチチャンネルソース DH モード 

マルチチャンネルのドルビーデジタルフ 
オーマットで記録された信号や DTS フオ 
ーマットで記録された信号をドルビーへ 
ッドホン再生 

前ちに置かれた左ち2個のスピーカー 
に加え、1個のセンタースピーカー、後方 
に置かれた左ち2個のスピーカー、及び 
1個のスーパーウーファーか5音が聞こ 
えてくるよラな効果び得られます。 


ドルビープ□□ジック n DH モード 

ステレオソースをドルビープ□□ジック 
口でマルチチャンネル化し、ドルビーへ 
ッドホン再生 

前方に置かれた左ち2個のスピーカー 
に力日え、り固のセンタースピーカー、德方 
に置かれた左ち2個のスピーカー、及び 
1個のスー；くーウーファーか弓音び聞こ 
えてくるような効果び得5れまず。 


ステレオソース DH モード 

ステレオソースをドルビープ□□ジック 
口を rOFF 」 にしてドルビーヘッドホン再 
生 

前方におかれた左ち2個のスピーカー 
か5音び聞こえてくるよラな効果び得5 
れます。 


ドルビーヘッドホンモード rOFF 」 

通常のヘッドホン再生。 



DECODE DOLBY HEADPHONE DOLBY PRO LOGIC II 

□ □固 ® @ @ @ —@ 

mo mpLD DTS DH1 DH2 DH3 MOVIE AUTO MUSIC 
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7 .音量を調整する。 



PH 日 NES 端子に接続したヘッドホン（別売り）の音量を調整するには 
LEVEL つまみを回して調整してください。 


PHONES LEVEL 









ドルビーへッドホンについて 


この製品にはドルビーヘッドホン技術び搭載されています。ドルビーヘッドホンは、 2 ch ステ 
レオヘッドホンでマルチチャンネル立な音響を楽しむためのヘッドホンパ‘ーチャル技術です。 
ヘッドホンを接続するだけで、ドルビーデジタル、 DTS を始めとする最新のマルチチャンネ 
ルソースはをちろん、ドルビープ□□ジック n デコード処理されたステレオソースか5を、臨 
場感溢れる、高忠実度なヴラウンド音響のをた5す感動を手軽にお楽しみいただくことび可 
能でず。 


ドルビーへッドホンの効果 

通常ヘッドホンでステレオを聞くと、スピーカーのように眼前に音び定位ずることはなく、す 
ベての音び頭の中で鳴ってしまいます。ヘッドホンステレオになれている人たちにとってを 
この不自然さは快適なものではなく、ましてや映画をヘッドホンで鑑賞ずることは大をな苦 
痛でした。ところがドルビーヘッドホンを聞くと、部屋に置かれたスピーカーび再現されるよ 
ラに聞こえます。 

部屋のタイプは3種類、用意されています。 

DH 1 : ミキシングルームのよラに残響を抑えた空間 

DH 2 : 適度に残響のある一般的なリスニングルーム （巧期設定では、このげ態になってしほす） 
DH 3 : ル規模な映画館 


ドルビープ□□ジック n について 


ドルビープ□□ジック □ は全ての2チヤンネルソースを瓦1チヤンネルで再生するためのデ 
コード技術で、メイン已チャンネルの再生帯域はドルビーデジタル同様にフルバンドです。才 
1」ジナル音源に対する色付けを極限まで排除し、高音質を維持しなびら、自然な空間表現を 
実現することび可能です。 


ドルビープ□□ジック □ の各種モードについて 


AUTO モード（初期設定では、この状態になっていまず） 

冉 UT 曰モー问ま、入カソースによって MOVIE モードか MUS にモードを自動的に選択し 
ます。 

デジタル入力で DVD を再生したときやアナ□グ入力時は MOVIE モードを選択します。 
デジタル入力で CD を再生したとさは MUS にモードを選択します。 

MOVIE モード 

M 日 VIE モードはステレオ音声による TV 番組やドルビーサラウンドエンコードされたす 
ベてのプ□グラムソースに向いています。ディスク U —卜 5.1 チヤンネル音響に迫る音場 
再現が可能でず。 

MUS にモード 

MUS にモードはあらゆるステレオ音楽録音で用い5れ、広く深い音場を確保出来ます。 
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増設ヘッドホンのご案内 


本システムでは、2通りの増設ヘッドホンを用意しています。 


コードレスで多人数で楽しむには 

の□ゴがついたコードレスヘッドホン^を増設することで、多人数でサラウンドを 
楽しめまず。 

受信エリア内であれば、何台でを使用可能でず。 


トフンス S ツター 



ごごモち 

本機は、デジタル赤外線伝送ち式を採用 
しているため、アナログ方式の赤が線コ 
ードレスヘッドホンは使用出来ません。 



《2003年10巧現在、 SE-DHP 800 (別売の、 SE-DIR1 000 (別売のびあ0まず。 


通常のヘッドホン谓線タイプ）を接続するには 

PHONES 端テにお手持ちのヘッドホンを接続ずることにより、サラウンドを楽しめます。 
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困ったとさ!？ 


故障かな？と思った5チェックしてみてください。ちょっとした操作 S スび故障と思われびち 
です。また、本機がの原因を考えられます。ご使巧の AV 機器等 （ PC 含む）を合わせてお 
調べください。下記の項目に従って再度点検されてを直らないとさは、お買い上げの販売店 
またはパイオニアサービスステーションにご連絡ください。 


症状 

考え6れる原因と処置 

音が出ない 
音がとぎれる 
ノイズが入る 

♦ヘッドホンの電池の牛と一の向さを確認ずる。 

♦ヘッドホンの電池び完全に消耗している。 

• AC アダプターの接続を確認ずる。 

♦トランスミッターと AV 機器の接続を確認する。 

♦トランスミッターに接続した AV 機器の電源を入れ、再生を始める。 

• INPUT ボタンの設定び、音を聞さたい機器を正しく選んでいるか確認ずる。 

♦トランスミッターのアす n グ入力に接続しているときは、接続した機器 
の音量を上げる。 

•ヘッドホンの音量を上げる。 

♦トランスミッターの電源び日 N になっているか確認ずる。 

♦ DTS に対応していない DVD プレーヤーで DTS 音声トラックを再生し 
ている。 DTS に対応した DVD フレーヤーを使用する。 

または Dolby Di 呂 ital や PCM トラックを選択ずる。 

♦ DVD プレーヤー（ゲーム機含む）の DTS デジタル出力設定が rOFFJ 
や「切」の状態で、 DTS 音声で収録された DVD を再生している 。 DVD 
プレーヤーに付属の説明書をご覧になり、 DTS デジタル出力設定を 
roNj や「入」に切り換えてください。 

♦ DVD プレーヤー（ゲーム磯含む）と本機をアナ□グで接続している状 
態で DTS 音寅で収録された DVD を再生している。 

♦ BS デジタルチューナー （ TV 含む）と本機をデジタルで接続している状 
態で、デジタル出力設定び 「 PCM 」 になっていない。邑 S デジタルチュー 
ナーに付属の説明書をご覧になりデジタル出力設定を 「 PCM 」 にして 
ください。またはアナ□グで接続してくだごい。 

•ヘッドホンに赤が線び届いていない。ヘッドホンとトランスミッターの間 
に障害物びないか確認する。なるべくトランスミッターの近くでヘッド 
ホンを利用ずる。トランスミッターの位置や角度を変える。ヘッドホンの 
赤外線受光部を手や髪でおおっていないか確認ずる。 

♦ヘッドホンにトランスミッター政がか5ホ外線び入る。ヘッドホンの赤が 
線受光部に直射日光び当たっていないか確認ずる。赤が線のをいプラ 
ズマディスプレイび近くにある場合は、本システムを離す。 

♦デジタル接続で、デジタル信号のク□ック精度び悪く、コードレスヘッド 
ホンから音び出ない。又は音切れび発生する。アナ□グ入力をご使用く 
ださし、。 
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症状 

考えられる原因と処置 

DIGITAL 入力 
インジケーター 
び点減している 

•本機で対応していないサンプリング周波数のデジタル信号が入力され 
ています。 DVD プレーヤー側の出力を 48 KH に設定して頂くか、アナ 
□グ入力をご使用<ださい。 

DTS 信号のソ 
ースが再生出 
巧ない 

♦ AV 機器（ゲーム機含む）で DTS 信号の出力に対応していない。 DTS 信 
号出力に巧麻した機器に変更ずる。 

音がひずむ（同 
時にノイズがで 
る場合ちある） 

♦トランスミッターの ATT スイッチを r -8 dBJ に切り換える。 

•トランスミッターと AV 機器のヘッドホン端子を接続したときは、接続し 
た機器の音量を下げる。 

音がルさい 

♦トランスミッターの ATT スイッチをの服」に切り換える。（アナ□グ入力樹 
•トランスミッターと AV 機器のヘッドホン端デをつないだときは、接続し 
た機器の音量を上げる。 

♦ヘッドホンの音量を上げる。 

サラウンド効果 
が得られない 

• DH モードび「日 FF 」 になっている。 

♦再を中の音声びマルチチャンネルの信号になっていない。 

モノラル音源の場合、サラウンド効果び得られません。 

「□□ D 」 インジ 
ケーターが点 
打しない 

• DVD フレーヤー（ゲーム磯を含む)の音声デジタル出力の設定び 「 PCM 」 
になっている。 DVD プレーヤーに付属の説明書をご覧になり、デジタル 
出力を 「Dolby Digital 」 に設定:する。 

•ドルビーデジタルフォーマットで記録されていない信号を再生している。 
♦再生中のチャプターの音声びドルビーデジタルになっていなし、。 

ran plum 

ンジケーターが 
点巧しない 

♦ DH モードび rOFFj になっている。 

♦ DTS フォーマットで記録された信号を再生している。 

•2 ch 城がのドルビーデジタルフォーマットの信号を再生している。 

♦ドルビープ nn ジック n び 「 off 」 になっている。 

「 DTS 」 インジ 
ケータが点灯 
しなし） 

♦ DVD プレーヤ ー( ゲーム機を含む）の DTS デジタル出力設定び 「 OFF 」 

や「切」になっている。 DVD プレーヤーに付属の説明書をご質になり、 
DTS デジタル出力設定をの N 」 や「入」に切り換えてください。 

• DTS フォーマットで記録されていない信号を再生している。 

♦再生中のチゎブターの音青び DTS の信号になっていない。 

♦ DVD プレーヤーび DTS に対応していない。 DTS に対応した DVD プレ 
ーヤーをご使用ください。 

巧電出来ない 

♦乾電池び入っている^付属の充電池を入れる。 

♦付属政がの充電式電洒び入っている-> 付属の充電油を入れる。 

•充電式電池び劣化している一充電池を交換する 
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使用上のごま意 


ヘッドホンについて 

ヘッドホソよ、音量を上げすざると音び:外 
にをれます。音量を上げずぎて、まわりの人 
の迷惑にならないように気をつけましよう。 

雑音の多い所では、音量を上げてしまい 
びちですび、ヘッドホンで聞くときはいつも、 
呼びかけられて返事び出来るくらいの音量 
を目安にしてください。 

耳を刺激するよラな音量で長時間聴くと、 
聴力に悪い影響を与えることびあります。 

イヤーパッドについて 

ヘッドホンのイヤーパッドは巧製でずので、 
整髮剤の種類等によっては色おちする場合 
びあ0ます。 

お手入れのしかた 

機器の外装の'汚れは、柔らかい布でか日拭 
をしてください。ミちれびひどいとさは、ラす 
い中性洗剤溶液をしめ日せた布で拭いてく 
ださい。シンナー、ベンジン、アルコールな 
どは、表面の仕上げをいたゆるので使わな 
いで < ださい。 


取り扱いについて 

•トランスミッター、ヘッドホンを落としたり 
ぶつけたりなど強いショックを与えない 
でください。故障の原因になります。 

•各機器を分解したり、開けたりしないで 
<ださい。 

電源と設置について 

•長い間使わないとさは、 A 巳アダフターを 
コンセントから抜いてください。コンセン 
卜から抜くときは、〕ードを弓 I っ張らずに 
必ず冉 C アダプター本体をつかんで抜い 
て < ださい。 

♦次のような場所には置かないでください。 

■窓を閉め切った自動車の中や直射日光び 
当たる場所、及び暖房器具のお < など温 
度び非常に高い巧。 

■ほこりのをい所。 

-ぐ5ついた台の上や傾いた所。 

■振動のをい所。 

■風呂場など、湿気の多い所。 

異常や不具合が起さた5 

•万一異常や不具合び起きたり、異物び中 
に入ったときは、すぐに電源を切り、お買 
い上げ店、またはパイオニアサービスス 
テーシヨ ンの窓口にご相談ください。 

♦お買い上げ店、またはサービス窓□にお 
持ちなる際は、必ずヘッドホンとトランス 
置ッターを一緒にお持ち < ださい。 
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保記と アフターサービス 


保扭書（別添） 


修理に関する 
ご質問、ご相談は 

保証期間中は 


保証期間が 
過ぎているとさは 


保詔書は必ず r 販売店名•購入曰」などの記入を確かめて販売店から受 
け取り、内容をよく読んで大切に保管してください。 

保証期間は購入曰か51年間でず。 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後、最あ6年間保有 
しています。性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
m し.す。 

お買い上げの販売店、または最害りのノ くイオニアサービスステーション 
をご利用ください。所在地、電話番号は別添の忆相談窓口 • 修理窓口 
のご案内」をご覧<ださい。 

修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書に記載されてい 
る当社保証規定に基づさ修理致します。 

修理す机ま‘使用できる製品につい口よ、ご希望により有料で修理致しま 
す。 


連絡して -ご住所 • ご氏名 • 電話番号 • 製品名 • 型番 • ご購入曰 

いただきたい内容•故障または異常の内容（できるだけ詳しく） 


仕 様 


■トランスミッター TRE - D 800 

デコーダー機能 

ドルビーデジタル 
ドルビープ□□ジック n 
DTS 

PCM CFs =44.1 KHz .48 KHz ) 

ドルビーヘッドホン CDH ) モード 

DH ]/ DH 2/ DH 3/0 FF 
ドルビープ□□ジック n モード 

AUT 日/ MOVIE/MUS に / OFF 
変調ち式 DQPSK 

副搬送波周波数 3.75 MHz 


到達距離 正面約 8 m 

なを帯域 12 Hz 〜吕吕 KHz 

ひずみ率 0.1% UrF ( lKHz ) 

音声入力 光デジタル入力（角型） XI 

同軸デジタル入力旧 CA 端デ) X1 
電源 アナ□グ入力 （ RCA 端子 L / R ) XI 

DC 9 V (付属の AC アダプターを使用) 
列お寸法 20日（欄 X 日日搞さ） 

(突起部含まず） X 104 (奥行を ） mm 
質量 約已20旨 


■ヘッドホン SE - DHP 800 

再生周波お帯域 l 2 Hz ~22 KHz 

電源 DC 2.4 V (付属巧電池 X 2) 

DC 吕 V (単 3 形乾電池 X 呂） 
質量 約2已〇目（電池含まず） 

■付属品 

AC アダプター (9 V 800 mA)xi 
専用充電式ニッケル水素電池（単 3 あ） X 呂 
光デジタル接続ケーブル （ 1 .已 m) X 1 
細置き用スタンド X] 

取扱説明書 XI 
イ呆証書 XI 

ご相談窓□•修理窓□のご案の XI 


♦本機の仕様およびが観は改良のため 
予告なく変更することびあります。 


その他 
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お客様ご相談窓口（全国共通フ IJ - フオン) 


カスタ マーヴポートセンター 

♦家庭巧才ーディオ/ビジュアル商品お問い含わせ窓 □，若. 0070 800 818122 
♦カタ□グのご請求窓 □ H 0070 800 818133 


くごま意> • PHS 、 携帯電話、自動車電話、列車公衆電話、船納電話、ピンク 
電話及び海外か曰の国隙電話ではご利用になれません。予めご了承 
ください。 

•修理に関しては別添の『ご相談窓□-修理窓口のご案内』をご養照 
<ださい。 


ホームページでのカタ□グ請求と;< ールサービス登録のご案内 
http: り www.pioneer.co.jpkuppo け! ctig.htm! 


愛情点検 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおすすめ 
いたします。こんな症状はありませんか 


の 


•電源コードや電源プラグが異常にあつくなる。 
•電源コードにさけめやひび割れがある。 
•電気が入ったり切れたりする。 

•本体か5異常な音、熱、臭いびする。 


な 


すぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5 
抜さ、故障や事故防止のため電気店またはパイオニ 
アサービスステーションに点検（有料）をご依頼く 
ださい。 
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